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所在地　東庄町石出２６９２－４ 

 

 

 

東庄町ホームページ　　　　　　　　　　　施設情報（ここｄｅサーチ） 

 

※掲載されている内容は令和８年１０月時点の情報で、今後変更になることがあります。 

mailto:ken.kosodate@town.tohnosho.lg.jp


2

 

 

もくじ 

 

 

 

 
１． 保育施設の種類 Ｐ３

 
２． 保育の必要性の認定 Ｐ３

 
３． 保育必要量・保育時間について Ｐ３

 
４． 保育の必要性の事由 Ｐ４

 
５． 応募資格・クラス年齢について Ｐ４

 
６． 申請から入所までの流れ Ｐ５

 
７． 申請の受付期間 Ｐ５

 
８． 申請に必要な書類 Ｐ６

 
９． 申請に関する留意事項 Ｐ７

 
１０． 広域利用について Ｐ９

 
１１． 保育料（利用者負担額）等について Ｐ１０

 
１２． 保育料（利用者負担額）等に関する留意事項 Ｐ１１

 
１３． 東庄町の保育所一覧 Ｐ１１

 
１４． よくある質問 Ｐ１３

 

１５．

その他参考資料 

●令和８年度東庄町保育所保育料基準額表 

●提出書類記入例（申込書・調査票・就労証明書・口座振替届出書） 

●東庄町こども誰でも通園制度 

●提出書類チェックリスト

Ｐ１５～



3

１．保育施設の種類 

保育所（園）、認定こども園、幼稚園（以下、「保育所等」といいます。）とは、保護者の就労や疾病等の理由の

ために、日々ご家庭において保育することができない小学校就学前までのお子様を保護者に代わって保育する

ことを目的とした施設です。 

（注１）町内にある「こじゅりんこども園」については５歳児のみが対象です。 

（注２）現在、町内に幼稚園はございません。 

 

２．保育の必要性の認定 

保育所等の利用を希望する場合は、お子様の年齢に応じた保育を必要とする認定（以下、「保育認定」といい

ます。）を受ける必要があります。 

 

３．保育必要量・保育時間について 

保育認定を行う場合、同時に「保育必要量」の認定を行います。保育必要量には「保育標準時間」と「保育短

時間」の２種類があります。保育標準時間の場合は、１日に最大１１時間までの範囲、保育短時間の場合は、１日

に最大８時間までの範囲で利用可能となります。 

　　保育時間については、保育所ごとに定めていますが、勤務の都合等で延長保育が必要な場合は保育所等に

ご相談ください。保育所等の開所・閉所時間についてはＰ１１「東庄町の保育園一覧」をご覧ください。 

※新規入所児童については、「慣らし保育」を実施します。慣らし保育の期間は、年齢やこれまでの保育所等の

経験、保育所等の方針等により異なり、通常の保育よりも短い時間で保育をすることになるため、お迎えの時間

を早めて来ていただく期間になりますのでご協力をお願いします。 

 
主な施設 内容 対象年齢

 
保育所（園）

就労などのため家庭で保育できない保護者に代

わって保育を行う施設
０歳児から５歳児

 
認定こども園

幼稚園と保育所（園）の機能や特徴を併せ持ち、

教育と保育を一体的に行う施設
０歳児から５歳児（注１）

 
幼稚園（注２） 幼児期の教育を行う施設 ３歳児から５歳児

 
認定区分 対象児童

利用できる施設

 保育所（園） 認定こども園 幼稚園

 
１号認定 満３歳以上で教育を希望する方 ○ ○

 
２号認定

満３歳以上で「保育の必要性の事由」

があり、保育を希望する方
○ ○

 
３号認定

満３歳未満で「保育の必要性の事由」

があり、保育を希望する方
○ ○

 
延長保育 保育標準時間（１１時間） 延長保育

 
延長保育 保育短時間（８時間） 延長保育
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４．保育の必要性の事由 

２・３号認定で保育所等を利用するには、父・母いずれもが下記のいずれかに該当し、保育が必要であること

が条件となります。下記事由や就労時間等により、保育必要量を認定します。 

 

５．応募資格・クラス年齢について 

入所希望月の１日時点で住民登録が本町にある方（入所希望月の１日までに東庄町に転入することが確実

な方を含む。）で、２・３号認定の場合は「保育の必要性の事由」に該当し、保育所等での保育を希望される方が

対象です。 

 
事由

保育必要量
認定基準

 標準時間 短時間

 

就労

○ 

月１２０時間

以上

○ 

月１２０時間

未満

４８時間以上就労していることを常態としている。

 

妊娠・出産
○ ○※

期間は原則として産前２ヶ月から産後２ヶ月までです。 

（例）出産予定日が７月５日の場合、５月から９月末ま

でが認定の期間です。  ※希望により短時間も可

 
疾病・障害

○ ○

保護者が病気にかかっている、負傷している、心身に障

害がある場合

 
介護・看護

同居、長期間入院している親族を常時介護、看護して

いる場合

 
災害復旧

保護者が火災、風水害等の被害に遭い、その復旧に当

たっている場合  ※保護者の必要量による

 
求職活動 ○

現在求職活動中または入所後に求職活動をする場合 

※認定期間は原則入所から３ヶ月まで

 

就学

○ 

月１２０時間

以上

○ 

月１２０時間

未満

保護者が学校、職業訓練校に在学している場合

 
育児休業 ○

保護者が育児休業中の場合 

※認定期間は育児休業が終了するまでです。

 
クラス年齢 児童の生年月日

 
０歳児 令和８年４月２日以降

 
１歳児 令和７年４月２日から令和８年４月１日まで

 
２歳児 令和６年４月２日から令和７年４月１日まで

 
３歳児 令和５年４月２日から令和６年４月１日まで

 
４歳児 令和４年４月２日から令和５年４月１日まで

 
５歳児 令和３年４月２日から令和４年４月１日まで
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６．申請から入所までの流れ 

 

 

 

 

 

７．申請の受付期間 

●令和９年４月からの利用開始を希望される場合 

※利用調整の結果、保育所等の受け入れ枠に空きがある場合は、随時受付を行います。 

 

●年度途中（４月以外）での利用開始を希望される場合 

※申請は年度ごとに必要なため、令和９年４月と令和８年１２月から令和９年３月までの利用申請を同時に希望

される場合は、令和９年度と令和８年度分の申請書・提出書類をご提出ください。 

 

 

 ①保育所等への事前見学

 申請前までに、入園希望の園へ見学を推奨しています。第１希望の園に入れない可能性があるため、申込先

が多数ある場合には、１つの園だけではなく、可能な範囲で複数の園へ見学をお願いします。 

※園によって利用可能時間や土曜保育の実施有無などに違いがありますので、希望先を決定する際には各園 

にご確認ください。

 ②保育利用の申請書等の提出

 申請は、東庄町保健福祉総合センター窓口で受け付けます。 

※開庁時間は平日８：３０から１７：１５です。

 ③教育・保育給付認定及び利用調整

 家庭において保育が困難な状況を審査し、保育所等の利用の可否を決定します。町では、公正な審査を行う

ため、保育認定の事由等を基礎にした点数制により、点数の高い児童を優先し利用決定をしています。第１希

望の保育所等を利用できない場合は、第２希望以降の保育所等で調整を行います。

 ④教育・保育給付認定及び利用調整結果のご連絡

 保育所等の利用承諾書と支給認定証を保護者宛へ送付します。その後、内定した園から入園説明会・健康診

断・入園式等の日程のご案内が届きます。

 ⑤保育所等の利用開始

 受付期間 結果の通知時期

 
令和８年１１月１６日（月）から１１月３０日（月）まで 令和９年１月中旬ごろ郵送予定

 受付期間 結果の通知時期

 入所希望月の前月１０日（１０日が土日祝の場合は翌開庁日） 

（例）令和９年７月入所希望の場合→令和９年６月１０日まで
入所希望月の前月中旬ごろ郵送予定
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８．申請に必要な書類 

●必ず提出が必要な書類 

 

●保育の必要性の事由に応じた証明書類 

 
書類名 注意事項

 
①

施設型給付費・地域型保育給付費等教育・保育給付認

定申請書兼施設（事業）利用申込書（所定の様式） ・申請児童につき１部ずつ 
必要です。  

② 東庄町施設（事業）利用に係る調査票（所定の様式）

 

③ 保育の必要性の事由に応じた証明書類（下記参照）

・父、母、６５歳未満の同居家族分必要です。 

・住民票上、世帯分離していても同住所であ

れば同居とみなします。

 
事由 必要な書類 注意事項

 

就労

下記以外 ●就労証明書（所定の様式）
・就労先からの証明が必要です。（証明日が

提出日の３ヶ月以内のもの）

 

個人事業主

●就労証明書（所定の様式） 

●営業許可証・開業届・確定申告書の

いずれかの写し

・個人事業主・農業従事者の方はご自 

身で就労証明書をご記入ください。 

・株式会社・有限会社等の代表の場合、 

就労証明書以外の添付資料の写しは 

提出不要です。

 
農業従事者

●就労証明書（所定の様式） 

●確定申告書の写し

 
妊娠・出産

●母子手帳の写し（出産予定児童のも

の）

・母子手帳の表紙及び出産予定日のわ 

かるページをご用意ください。

 

疾病・障害

●申立書（所定の様式） 

●診断書・身体障害者手帳・療育手

帳・自立支援医療受給者証等のいず

れかの写し

・診断書は申込日より３ヶ月以内に発行 

され、原則保育が必要な期間が明記された

ものです。　 

・有効期限までの利用決定となるため、期限

内に更新し、新しい診断書を提出してくださ

い。

 

介護・看護

●申立書（所定の様式） 

●介護・看護を必要とする方の診断

書・身体障害者手帳・療育手帳・自

立支援医療受給者証等のいずれか

の写し

 
災害復旧 ●罹災証明書

 
求職活動 ●提出書類なし

・入所３ヶ月以内に就労証明書の提出が必

要です。

 

就学

●入学許可証または学生証 

●時間割等の就学時間が確認できる

もの

・３月に卒業予定の方は４月以降の証明書

類も提出してください。

 
育児休業 ●就労証明書

・育児休業期間が記載されているものを提

出してください。
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●状況に応じて必要な書類 

 

９．申請に関する留意事項 

【全般】 

 
書類名 注意事項

 ④ 第３子以降の児童が入所するとき 

○第３子以降の利用者負担額等軽減申請書（所定の様式）

・３歳未満→保育料免除 

・３歳以上→副食費免除

 

⑤

令和９年４月１日において入所する児童が３歳未満のとき 

○東庄町特定教育・保育施設に係る利用者負担預金口座振替届出書 
（町内金融機関＋京葉銀行を希望の場合）（所定の様式）

・金融機関窓口で金融機関

確認印が押印されている

ものを提出してください。  
○自動払込利用申込書（ゆうちょ銀行を希望の場合）（所定の様式）

 

⑥

令和８年１月１日で町外に住民登録がある方（４～８月入所希望） 

○令和８年度の（非）課税証明書の写し
・①申込書にマイナンバーを

記載していただくことで省

略が可能です。
 令和９年１月１日で町外に住民登録がある方（９～３月入所希望） 

○令和９年度の（非）課税証明書の写し

 

⑦

令和８年１月１日で海外に住民登録がある方 

○令和７年中の勤務先発行の海外での収入・所得を証明する書類

 令和９年１月１日で海外に住民登録がある方 

○令和８年中の勤務先発行の海外での収入・所得を証明する書類

 
⑧

町外へ単身赴任の方 

○単身赴任先の市町村で発行される（非）課税証明書の写し

 

⑨

ひとり親家庭・ひとり親家庭に準ずる場合（離婚裁判・調停中等）の場合 

○児童扶養手当証書の写し 

○離婚裁判・調停中であることを証明する書類 

（例）調停期日呼出状・家庭裁判所における事件係属証明書等の写し

 
⑩

児童または児童と同一生計の方が障害者手帳等を所持している場合 

○障害者手帳等の写し

 

⑪

町外から転入予定で申請する場合 

○転居先がわかる書類 

（例）賃貸契約書・売買契約書等の写し

・利用希望月の１日までに

本町へ住民登録が必要で

す。

 
⑫

生活保護を受給している場合 

○生活保護受給証明書の写し

 ●申請内容に虚偽があった場合は、申請は無効となります。 

●受付期間内に提出された証明書での選考となります。証明内容に変更が生じる場合は、随時東庄町保健福

祉総合センター窓口でお手続きが必要です。ただし、内定後、入所日までにご提出いただいた証明書の内

容に変更が生じる場合は、内定が無効となる場合があります。 

●町内と町外の保育所等を同時に希望することはできません。 

●お子様の成長や健康面で心配なことについては、保育所等または健康福祉課へ必ず事前にご相談くださ

い。内定後の施設との確認の中で、集団での保育が難しいとなった場合、内定が無効となる場合もありま

す。 

●家庭で保育できる状態になった場合は、保育認定の事由に該当しませんので、退所していただきます。
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【転入予定者の申し込み】 

 

【求職活動による入所】 

 

【入所内定を辞退したい場合】 

 

【保育所等を退所したい場合】 

 

【申請時の家庭状況等が変更になる場合】 

 

【育児休業中の方の利用申請】 

 

【育児休業給付金の支給対象期間延長手続きについて】 

 

 

 ●現在、町外在住の方であっても、入所月の初日までに町内に住民登録を行う予定の方は申し込みができま 
す。ただし、入所月の初日において、町内に住民登録がお済みでない場合は、申し込みが無効となります。

 ●求職活動を要件として入所した場合、入所後３か月以内に就労の事実が確認できない場合は、原則退所と 
なります。

 
●利用決定後に利用を辞退する場合は、直ちに「辞退届（所定の様式）」の提出をお願いします。

 ●年度の途中で保育所等の利用をやめる場合は、退所日までに「退所届（所定の様式）」の提出をお願いし 
ます。

 ●申請時の家庭状況等が変更になる場合は、「変更申請書（所定の様式）」と理由に応じた「保育の必要性 

の事由に応じた証明書類」の提出をお願いします。 

○就労先や就労時間の変更により、保育必要量が変わるとき 

○保育の必要性の事由が変わるとき 

○１号認定から２号認定に変わるときなど

 ●現在、育児休業中で新規で利用申請する場合、入所希望月の翌月１日までに復職することを条件に、利用 

の申請をすることができます。その場合の事由は「就労」となります。 

（例）４月入所の場合→５月１日までに復職 

※就労証明書に育休期間及び復職予定日の記入欄がございますので、雇用先の方に記入をお願いしてくだ 

さい。 

●すでに保育所等に入所中の兄姉がおり、保護者が新たに育児休業に入る場合は、「変更申請書（所定の様 
式）」の提出をすることで、継続して入園が可能となります。

 ●ハローワーク等での育児休業給付金の支給対象延長手続き時に必要な書類とされている「保育所等の利 

用ができない旨の通知」につきましては、健康福祉課で発行する「施設利用保留通知書」となります。 
●また、「保育所等の利用申し込みを行ったときの申込書の写し」も必要です。申請書を町へ提出する前に、必 

ずご自身でコピー（控え）を取り、保管してください。（提出後の返却やコピー対応は原則できません。） 

※Ｐ６の８．申請に必要な書類①「施設型給付費・地域型保育給付費等教育・保育給付認定申請書兼施設

（事業）利用申込書」（所定の様式）になります。 
●育児休業給付金の延長手続きに関しましては、健康福祉課でお答えすることはできません。勤務先やハロー 
ワークへお問い合わせください。
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１０．広域利用について 

保護者の勤務の都合等の理由により、他市町村の保育所等を利用することです。広域利用の期間は、当該 

年度の４月から３月までの１年間です。そのため、次年度も利用を希望する場合は再度申込みが必要です。申請

期間が各市町村ごとに異なりますので、お早目にご相談ください。 

①１号認定 

ご希望の施設に直接お申し込みください。 

ただし、東庄町に住民登録のある方は、「施設型給付費・地域型保育給付費等教育・保育給付認定申請書兼

施設（事業）利用申込書」を入所希望月の前月１０日までに東庄町保健福祉総合センター窓口に提出していた

だく必要があります。 

東庄町外に住民登録のある方は、住民票がある自治体の保育関係窓口に確認してください。 

 

②２・３号認定 

●東庄町に住民登録のある方が町外の保育所等の利用を希望する場合 

 

●東庄町外に住民登録のある方が東庄町の保育所等の利用を希望する場合（転入予定を除く。） 

 

③東庄町へ転入予定のある方 

入所希望月の１日までに転入手続きが完了することを前提に、東庄町へ直接申し込みをすることができます。

この場合、利用調整は東庄町民と同等に行います。 

 

 

 

 

 

 

利用要件

希望する保育所等がある市町村により、条件が異なります。 

（例）希望する保育所等がある市町村に、保護者の勤務先や祖父母の自宅がある等 

詳しくは、入所を希望する保育関係施設がある市区町村へお問い合わせください。

 
受付場所 東庄町保健福祉総合センター窓口

 
受付期間

入園を希望する保育所等の所在する市町村によって異なりますので、当該市町村へ直接お問

い合わせください。

 
必要書類 Ｐ６～７申請に必要な書類　＋　当該市町村で提出必須の書類

 

利用要件

①保護者のいずれかまたは両方の勤務地が東庄町内の場合 

②保護者のいずれかまたは両方が東庄町を通勤経路としている場合 

③東庄町へ里帰り出産をする場合

 
受付場所 住民登録のある市町村の担当窓口

 

受付期間

○令和９年４月から利用希望の場合 令和８年１１月３０日（月）必着

 
○年度途中から利用希望の場合 入所希望月の前月１０日必着

 
必要書類 住民登録のある市町村の担当窓口へ直接ご確認ください。
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１１．保育料（利用者負担額）等について 

保育料は、お子様を保育所等において保育するために要する費用の一部を保護者に負担していただくもので、

世帯の負担能力に応じて決定することとなっています。 

 

●保育料の決定について 

 

●保育料の納付について 

※東庄町が保育料を徴収する場合、原則として、保育月の翌月末に口座振替となります。（月末が土日祝日の

場合は金融機関の翌営業日に引き落としとなります。）（例）令和９年４月分→令和９年５月３１日に口座振替 

 

●口座振替の登録について 

 

●副食費について 

保育所等を利用する３～５歳児の副食費については、実費分として保護者に負担いただきます。お支払いにつ 

いては各施設での徴収となります。※０～２歳児クラスの副食費については保育料に含まれています。 

 

●保育料・副食費の軽減について（町独自事業） 

第３子からみて第１子の年齢上限を１８歳到達後の３月３１日までとし、第３子以降の保育料・副食費を軽減

（無料）します。第３子以降の利用者負担額等軽減申請書（所定の様式）の提出が必要です。 

※町税に滞納がある（世帯員を含む）または保護者の税が未申告の場合、保育料・副食費は軽減されませんの

で、保護者様及び同居家族様の税金等の確認をお願いします。 

 令和元年１０月より、幼児教育・保育の無償化がスタートし、３～５歳児クラスの保育料は無償化（無料）となり

ました。 

○食材料費（主食費・副食費）、行事費等一部の費用はこれまでと同様、保護者が負担することになります。 

○３歳未満児（０～２歳児）クラスは、無償化後も町が定めた保育料をご負担いただきます。

 算定根拠 各世帯の市町村民税所得割の合計額により決定

 
算定期間

○令和９年４月から８月分の保育料→令和８年度の市町村民税所得割 

○令和９年９月から令和１０年３月分の保育料→令和９年度の市町村民税所得割

 

算定対象

原則父母 

※児童と同居の父母以外の扶養義務者（祖父母等）が家計の主宰者と認められる場合は、

その家計の主宰者と父母の税額の合算により決定します。

 
通知時期

○令和９年４月から８月分の保育料→令和９年３月下旬から４月上旬に郵送予定 

○令和９年９月から令和１０年３月分の保育料→令和９年８月下旬から９月上旬に郵送予定

 町内外 運営主体 園種 徴収 納付方法

 町内 私立 保育所 東庄町 口座振替

 
町外 

（広域利用）

私立 保育所 東庄町 口座振替

 私立 認定こども園 各園 各園による

 公立 保育所 各園 各園による

 提出書類 提出場所 持っていくもの

 東庄町特定教育・保育施設に係る

利用者負担預金口座振替届出書

千葉銀行・かとり農業協同組合・京葉銀行・佐原 

信用金庫・銚子信用金庫・銚子商工信用組合
○預貯金通帳 

○通帳使用印鑑
 自動払込利用申込書 ゆうちょ銀行
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１２．保育料（利用者負担額）等に関する留意事項 

【保育料の算定】 

 

【保育料の納付】 

 

１３．東庄町の保育園一覧 

●笹川中央保育園 

 ●保育料算定に必要な税額等が確認できない場合（必要書類の不備や未申告の方等）は最高額での決定

となります。提出資料等により税額が確認でき次第、保育料の決定を行います。 

●保育料の算定対象となっている年度の税額に変更が生じた場合（修正申告を行った方等）は提出資料等

により税額が確認でき次第、保育料の再算定を行い決定します。 

●住民票の世帯分離により保育料の算定が変わることはありません。 

●課税の内容については、健康福祉課ではお答えできません。該当する市町村の税務担当課へお問い合わせ

ください。

 ●納期限までに保育料の納付が確認できない場合は、督促状を送付するほか文書や電話による催告を行い 

ます。納期限までに納めていただくようご協力をお願いします。 

●児童手当を保育料へ充当することが可能なため、ご利用の場合はお申し出ください。 

●納付義務者の変更、口座振替金融機関の変更、振替預金口座の変更をする場合は、改めて金融機関に口 

座振替の申し込み手続きをしてください。 

●保育料は月の初日時点で保育所等に在籍していると発生します。保育料は月額単価で定められており、原 

則日割り計算はできませんのでご了承ください。 

●振替できなかった場合は、納付書を送付しますのでお支払いをお願いします。納付情報が金融機関から町

に届くまで１週間程度を要するため、納期限後に保育料を納めていただいた場合、督促状が送付されてしまう

ことがあります。

 住 所：東庄町笹川い４７１４－２３５ 

電 話：０４７８－８６－００２７ 

入所定員：９０名 

入所年齢：生後３ヶ月から５歳 
保育目標：１．元気にあそべる子 

２．思いやりのある子 
３．自分の思ったことをはっきりといえる子 

保育方針：集団生活の中で創造性と協調性を養う保育をめざす。 
 
実施する事業 
○子育て支援センター（スマイル） 
○産休明け保育あり、延長保育、一時保育は個別に相談に応じます。 

○こども誰でも通園制度 

 

利用時間　月曜日～金曜日 

７：００　　　　　　　　　８：３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６：３０　　　　　　１９：００ 

７：００　　　　７：３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８：３０　　１９：００ 

土曜日８：００～１７：００（保育短時間・保育標準時間共通）

 延長保育 保育短時間（８時間） 延長保育

 延長保育 保育標準時間（１１時間） 延長保育
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●橘保育園 

 

●神代保育園 

※延長保育料（各保育所共通）延長保育１時間ごとに１００円の料金がかかります。 

 住 所：東庄町東今泉２００６－１ 

電 話：０４７８－８６－０５３８ 

入所定員：６０名 

入所年齢：生後５７日から５歳 
保育目標：１．元気な声であいさつができる 

２．良いことと悪いことが判断できる 
３．友達を大切にする 

保育方針：１．やさしい保育 
２．子供の個性にあった保育 

 
実施する事業 
○延長保育は個別に相談に応じます。 
○こども誰でも通園制度 
 
利用時間　月曜日～金曜日 

７：３０　　　　　　　　　８：３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６：００　　　　　　　　　　１９：００ 

７：３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８：３０　　１９：００ 

土曜日８：００～１７：００（保育短時間・保育標準時間共通）

 延長保育 保育短時間（８時間） 延長保育

 保育標準時間（１１時間） 延長保育

 住 所：東庄町平山１１５４ 

電 話：０４７８－８６－５０５３ 

入所定員：４０名 

入所年齢：生後６ヶ月から５歳 
保育目標：『みんな元気でなかよく』 

１．楽しく生活をしよう 
２．ひとにやさしくしよう 
３．元気よく遊びましょう 

保育方針：１．日常の安全と健康な生活習慣 

２．体力をつけ、豊かな心 
３．社会生活への適応心 

 
実施する事業 
○子育て支援センター（なかよし）を実施 
○延長保育、一時保育は個別に応じます。 
○こども誰でも通園制度 
 
利用時間　月曜日～金曜日 

７：３０　　　　　　　　８：００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６：００　　　　　　　　　　１９：００ 

７：３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８：３０　　１９：００ 

土曜日８：００～１７：００（保育短時間・保育標準時間共通）

 延長保育 保育短時間（８時間） 延長保育

 保育標準時間（１１時間） 延長保育
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１４．よくある質問 

 

 

 
質問 回答

 

入

所

申

請

関

係

求職中でも申込みできますか。

申請できます。ただし、入所期間は３ヶ月間です。３ヶ月以内に仕事

を見つけて就労証明を提出すれば、希望の期間まで延長できます。

（職が見つからない場合は退所となります。）

 
育児休業からの復職により申込

みしますが、復職日はいつまで

にすればいいですか。

入所希望月の翌月１日までの復職が、申込みの要件となります。慣

らし保育等もありますので、就労先とご相談の上調整してください。

なお、育児休業中での申込みはできません。また、育児休業からの

復職については、就労先に確認する場合があります。

 現在、保育所等を利用している

子がいて、下の子の出産を予定

しています。出産後、下の子の育

児休業取得を予定しています

が、現在利用している子は継続

利用できますか。また、継続利用

にあたって育児休業期間の上限

はありますか。

兄姉が保育所等を既に利用していて、出産に伴い育児休業を取得

した場合、継続利用は可能です。なお、育児休業期間は１年まで（保

育所等に入れない場合は１年半まで）に限り、兄姉の継続入所を認

めております。

 転園申請はどのようにすればい

いですか。
新規申請と同様で、申込書類一式をご準備いただくこととなります。

 現在、町外に居住しています。今

後町内に転入予定ですが、申し

込みは可能ですか。

可能です。ただし、入所希望月の１日時点で本町に住民登録が無い

場合は申し込みが無効となります。

 一次募集に間に合わなかったの

ですが、追加で募集はあります

か。

一次募集で定員に満たない保育関係施設に限り、随時申請受付を

行います。

 

保育関係施設に入所するため

には、就労証明書が必須です

か。

保育所等は、家庭で保育ができない場合に認定を受けて入所する

ことができます。そのため、保育の必要性を証明する書類が必要とな

ります。仕事のために利用を希望される場合は、申し込み時に就労

証明書をご提出ください。また、病気や介護等で入所を希望される

場合は、診断書や手帳の写し等を添付してください。

 ６５歳未満の同居家族がいる場

合、申請に必要なものはありま

すか。

６５歳未満の同居家族がいる場合は、父母同様に保育の必要性の

事由に応じた証明書類を提出してください。なお、提出されない場合

は入所調整時に減点があります。

 
保育関係施設に入所できなか

ったので、入所保留通知書が欲

しいのですが、どのようにしたら

もらえますか。

４月入所希望申請の場合、審査の結果入所保留となった方全員に、

入所保留通知書を送付しています。また、年度途中で申し込みをし

た方が審査の結果入所保留となった場合は、希望する方に入所保

留通知書を送付しています。ご希望の方は、東庄町健康福祉課子育

て支援係までお問い合わせください。
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質問 回答

 

入

所

調

整

関

係

結果はいつ頃分かりますか。

４月申込については、令和９年１月中旬に結果を郵送します。令和９

年５月から令和１０年３月入所は入所希望月の前月中旬頃の結果

を郵送します。

 
利用調整はどのような形で実施

されますか。

申請いただいた就労内容・家庭状況を元に、点数化し、点数の高い

順から決定していきます。その上で優先順位の高い方からご案内を

させていただきます。

 入所が決定した場合は、どのよ

うな流れになりますか。

結果の通知に決定した保育所等から保護者様宛にをご案内があり

ます。面談等を受け、入所に備えていただきます。

 

認

定

関

係

労働における保育標準時間認

定と保育短時間認定の一般的

な判断基準を教えてください。

提出された就労証明書から、月の勤務時間（休憩時間を含む拘束

時間）と往復の通勤時間を足した時間が父母ともに１２０時間以上

の場合、保育標準時間として認定します。これに満たない場合は保

育短時間として認定します。ただし、保育短時間認定となった場合で

も、勤務時間が、園の定めるコアタイム（保育短時間の利用時間）を

超えてしまうことが就労証明書で確認できる場合やそのほか特別な

事情が認められる場合には、申請により保育標準時間への変更を

認めています。詳しくはお問い合わせください。

 

保

育

料

関

係

同居の祖父母がいます。保育料

の算定基礎となる市町村民税

所得割額は同居の祖父母も含

まれますか

原則として父母の市町村民税所得割額の合計額により算定します。

ただし、父母とも非課税かつ子および父母が、父母の収入のみで生

計を維持していると認められない場合は、同居の祖父母等の扶養義

務者のうち、最も収入の多い人の市町村民税所得割額を父母の税

額に加えます。なお、この場合、同居の祖父母等と世帯分離しても保

育料の算定は変わりません。

 
年度途中で３歳になりましたが、

保育料は無料になりますか。

４月１日時点での年齢でクラスが決まるため、年度途中で３歳にな

られた場合であっても、２歳児クラスもなりますので、３歳児クラスに

なるまでは保育料がかかります。

 既に入所している上の子の保育

料は口座振替しています。今回

下の子が新たに入所しますが、

下の子について改めて口座振

替の手続きが必要ですか。

既に入所しているきょうだいが口座振替を利用している場合は、申

請時から口座の変更がなければ、新たに入所したお子さんについて

は、別途口座振替の手続きは必要ありません。

 口座の支店が東庄町の支店で

はありませんが、登録できます

か。

町外支店の口座をお持ちであっても、町内の支店の窓口で手続き

が可能です。

 納付書が届きました。どこで支

払いができますか。

町内の金融機関・東庄町役場出納室・東庄町保健福祉総合センタ

ー窓口でお支払いいただけます。



15

１５．その他参考資料 

●令和８年度東庄町保育所保育料基準額表 
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●施設型給付費・地域型保育給付費等教育・保育給付認定申請書兼施設（事業）利用申込書（記入例） 
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●東庄町施設（事業）利用に係る調査票（記入例） 
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●就労証明書（記入例） 
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●東庄町特定教育・保育施設に係る利用者負担預金口座振替届出書（記入例） 
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●東庄町こども誰でも通園制度 
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★提出書類チェックリスト★ 

●必ず提出が必要な書類 

●保育の必要性の事由に応じた証明書類 

●状況に応じて必要な書類 

 ☑ 書類名

 □ 施設型給付費・地域型保育給付費等教育・保育給付認定申請書兼施設（事業）利用申込書

 □ 東庄町施設（事業）利用に係る調査票

 事由 提出書類 父 母 祖父 祖母 同居人

 

就労

下記以外 ●就労証明書 □ □ □ □ □

 
個人事業主

●就労証明書 

●営業許可証・開業届・確定申告書のいずれかの写し
□ □ □ □ □

 
農業従事者

●就労証明書 

●確定申告書の写し
□ □ □ □ □

 妊娠・出産 ●母子手帳の写し（出産予定児童のもの） □ □ □ □ □

 

疾病・障害

●申立書 

●診断書・身体障害者手帳・療育手帳・自立支援医療受給者証等のいず

れかの写し

□ □ □ □ □

 

介護・看護

●申立書 

●介護・看護を必要とする方の診断書・身体障害者手帳・療育手帳・自立

支援医療受給者証等のいずれかの写し

□ □ □ □ □

 災害復旧 ●罹災証明書 □ □ □ □ □

 求職活動 ●提出書類なし □ □ □ □ □

 
就学

●入学許可証または学生証 

●時間割等の就学時間が確認できるもの
□ □ □ □ □

 世帯の状況 提出書類 父 母

 第３子以降の児童が入所するとき ●第３子以降の利用者負担額等軽減申請書 □

 令和９年４月１日において入所する児童が３歳未満の

とき（町内金融機関＋京葉銀行を希望の場合）
●東庄町特定教育・保育施設に係る利用者負担預金口座振替届出書 □ □

 （ゆうちょ銀行を希望の場合） ●自動払込利用申込書 □

 令和８年１月１日で町外に住民登録がある方 
（４～８月入所希望）

●令和８年度の（非）課税証明書の写し □ □

 令和９年１月１日で町外に住民登録がある方 
（９～３月入所希望）

●令和９年度の（非）課税証明書の写し □ □

 令和８年１月１日で海外に住民登録がある方 ●令和７年中の勤務先発行の海外での収入・所得を証明する書類 □ □

 令和９年１月１日で海外に住民登録がある方 ●令和８年中の勤務先発行の海外での収入・所得を証明する書類 □ □

 町外へ単身赴任の方 ●単身赴任先の市町村で発行される（非）課税証明書の写し □ □

 ひとり親家庭・ひとり親家庭に準ずる場合 

（離婚裁判・調停中等）の場合

●児童扶養手当証書の写し 

●離婚裁判・調停中であることを証明する書類
□

 児童または児童と同一生計の方が障害者手帳等を

所持している場合
●障害者手帳等の写し □

 町外から転入予定で申請する場合 ●転居先がわかる書類 □

 生活保護を受給している場合 ●生活保護受給証明書の写し □


